
【全数把握対象疾患】

※第16週に診断された全数把握対象疾患はありませんでした。

【定点把握対象疾患】

【急性呼吸器感染症（ARI）定点把握疾患及び小児科定点把握疾患】

報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当

県全体 28 0.62 35 0.78 12 0.48 6 0.24 95 3.80 144 5.76

北毛 3 0.50 4 0.67 1 0.33 - - - - 6 2.00

報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当

県全体 8 0.32 1 0.04 1 0.04 9 0.36 - - 2 0.08

北毛 - - - - - - - - - - - -

【眼科定点把握疾患】

報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当

県全体 3,148 69.96 県全体 - - 8 0.80

北毛 173 28.83 北毛 - - 1 1.00

◆凡例 定当 ： 定点当たり報告数（人） ： 警報レベル

- ： 報告なし ： 注意報レベル 発行：利根沼田保健福祉事務所　保健課保健係

　　　TEL：0278-23-2185

疾患名
インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症 ＲＳウイルス感染症 咽頭結膜熱 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 感染性胃腸炎

疾患名
急性呼吸器感染症 流行性角結膜炎

疾患名
急性出血性結膜炎

疾患名
水痘 手足口病 伝染性紅斑 突発性発しん ヘルパンギーナ 流行性耳下腺炎

利根沼田地域感染症発生動向調査情報（週報）
2026年第16週（2026年4月13日～2026年4月19日）

◆感染性胃腸炎の報告が続いています。

　春は乳幼児を中心にロタウイルスによる胃腸炎が流行しやすい時期です。感染性胃腸炎は病原体に汚染された手、食品、

水を通して口から感染します。トイレの後やおむつ交換の後は石けんで丁寧に手を洗いましょう。また、ふん便や嘔吐物を

処理する時は、使い捨て手袋やマスクをして、慎重に行いましょう。

◆全国で麻しん（はしか）の患者数が昨年より速いペースで増加しています。

　本県では麻しん患者の発生はありませんが、全国的には報告があります。

　ゴールデンウィークを控え、海外渡航者の増加に伴う感染の持ち込みが懸念されます。発熱や発疹のある患者の診療時に

は渡航歴等を確認し、麻しんが疑われる場合は速やかに保健所へご連絡ください。また、海外渡航前の予防接種歴の確認に

ついて周知をお願いいたします。

★医療機関や施設等で感染症の集団発生や食中毒を疑う事例があった場合には保健所にご連絡ください。

0.0

20.0

40.0

60.0

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

2月 3月 4月

定
点
当
た
り
報
告
数
（
人
）

インフルエンザ

全国 県全体 北毛

警報値（基準値：30）

群馬県ホームページ
手洗いをしましょう

群馬県ホームページ
嘔吐物の処理方法

警報終息値（基準値：10）
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